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1,研 究 目的 ・内 容

本研究では、プエラリンからダイゼインへの脱離反応に関与する新奇酵素の基礎的な特性を解明

し、本菌株や本酵素を利用してダイゼインを生産する技術基盤の確立を目的とする。

より具体的には、① 麹カビにより生産される脱離酵素の性状を解析し、② ダイゼインを大量生産す

る変異株を創出し、③ 発酵法を用いてプエラリンからダイゼインへの変換技術の基盤を構築する。

2.研 究経過及 び成果

ダイゼインはイソフラボンの一種であり、更 年期障害や骨粗 しょう症 、糖尿病 、胃がん、乳がんの 予

防において、その生理機 能が注 目されている。天然 には、ダイゼインは糖と炭素一 炭素結合を形成 し、

C一配糖 体プエラリンとして葛 に含まれる。現在 、機能性食 品成分を利用 して疾患 リスクを軽減する観 点

か ら、イソフラボンC一 配糖体を利用したダイゼイン生産方 法の開発が期待されている。

我 々は、泡盛の醸造に用いる 凶5ρθ1鋤5属 の麹カビが、プエラリンを分解することを見 出した。さら

にダイゼインより下流 の代 謝産物を培養 液中に検出 したことから、本 菌株 はプエラリンからダイゼインへ

の 変換を担うと示唆された。

本研 究では、まず 葛(プ エラリア・ミリフィカ)の 根か らプエラリン画分を調 製した。この画分と麹 カビ

廊 ρθ励5属 真菌、清酒酵母(日 本醸造協 会701号)を 用いて小仕込み試験を行い、高濃度ダイゼイン

を含む醸造方法について検討を試みた。

1.麹 力ビの検討

泡盛の醸造 に使 用する 凶5ρθ励33ヨ 加!と 清酒 の醸造 に利用する 凶5ρθゆ30㌍ ∂θを麹カビにそ

れぞれ用 いて、さらに米 とプエラリン画 分をそれ ぞれ用 いて、A3ヨ だ01米 麹 、A3ヨ κ01プエラリン麹 、4.

0肱 ヨθ米麹 、Aα 郷ヨθプエラリン麹を調製 して、ダイゼイン変換 活性を検討した。その結果、AO肱 ヨθ

プエラリン麹では、Aα γzヨθプエラリン麹 より高糖 度、高エタノール濃度を示した。、40朋 ヨθ プエラリ

ン麹 と、40朋 ヨθプエラリン麹を用いた場合 、プエラリン量 は同程 度であった。、45∂加1プ エラリン麹やA

o㌍ ヨθプエラリン麹では、もろみ発酵後期において糖 度の減 少が抑制され 、エタノール量は減少 してい

たことから、プエラリン画分 によって清酒酵母 によるアルコール生産は阻害されることが示唆された。

2.プ エラリン画分添加時期の検討

酒母作製時と三段仕込みの際にプエラリン画分を添加して、調製したもろみに含まれるエタノールや

糖度を比較した。その結果、プエラリン麹として酒母作製時にプエラリン画分を添加すると、三段仕込み

でプエラリン画分を添加するよりも、高濃度のエタノールと低濃度の糖度を含むもろみを調製できた。

3.確 立した醸造方法におけるダイゼイン、プエラリン量

、400zヨ θ米麹を用 いて、もろみ180m【 あたりダイゼイン120mg、 プエラリン440mgを 含む醸造方

法を確 立した。本もろみ には16%エ タノールと9%糖 分が含まれていた。一方 、プエラリン画分ではなく

米を用いた醸造 方法では、もろみ には19%エ タノールと9.5%糖 分が含まれた。本研究で確立した高濃

度ダイゼインを含む醸造方法 では、米を用いた醸造方法によるもろみ と同程度のエタノールと糖分 が含

まれた。
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3.本 研究 と関連 した今後の研究計画

本研 究では、もろみ に含まれるプエラリンやダイゼインの分 析方法を確立 し、プエラリンを含むもろみ

の醸造 方法を開発 した。プエラリン画分を用いた醸造方法では、清酒酵母によるアルコール発 酵が阻害

された。そこで、今後 は、プエラリン画分に含まれる阻害物質を同定する。さらに、プエラリア・ミリフィカを

利用するには、アルコール発酵の阻害物質に耐性を示す酵母 の開発を試みる。

さらに、んρθ凹物35訪01の もろみ に含まれる、プエラリンからダイゼインへの変換に関与する酵素の

同定、特質評価を行う。
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